
当
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
「
二
〇
一
九

年
度
差
別
の
歴
史
を
考
え
る
連
続
講
座
」

の
第
三
回
か
ら
第
六
回
を
京
都
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
で
、
一
〇
月
四
日
・
一
一

日
・
二
五
日
・
一
一
月
一
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

講
演
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。
詳
し

く
は
年
度
末
に
発
行
予
定
の
講
演
録
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

菖
蒲
革
と
は
、
藍
染
め
の
革
の
下
地

に
菖
蒲
の
花
や
駒
形
（
馬
）
な
ど
の
紋

様
を
白
抜
き
に
し
た
型
染
の
革
で
、
勝

武
に
も
音
が
通
じ
て
甲
冑
な
ど
の
武
具

や
馬
具
に
用
い
ら
れ
た
。
下
地
に
は
牛

馬
の
革
で
は
な
く
、
白
革
と
い
う
鹿
革

を
鞣
し
た
も
の
が
使
わ
れ
た
。
鹿
革
は

通
気
性
が
あ
り
柔
ら
か
く
軽
い
。
戦
場

で
ぬ
れ
て
も
硬
化
せ
ず
し
な
や
か
さ
を

失
わ
な
い
の
で
武
具
に
適
し
て
い
た
。

八
幡
の
菖
蒲
革
に
つ
い
て
近
世
の
史

料
に
「
八
幡
大
谷
に
て
染
め
る
」
と
あ

り
、
大
谷
町
に
は
八
幡
宮
の
神
宝
神
人

が
軒
を
連
ね
て
い
た
こ
と
が
当
時
の
絵

図
か
ら
わ
か
る
。

鎌
倉
時
代
、
物
資
の
流
通
が
盛
ん
に

な
り
、
八
幡
宮
門
前
町
に
染
革
座
が
で

き
、
そ
れ
を
仕
切
る
染
革
奉
行
が
神
宝

所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
神
宝
所
の
神

人
に
は
徳
川
家
康
か
ら
朱
印
状
や
八
幡

宮
か
ら
の
補
任
状
が
出
さ
れ
、
権
威
に

裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
時
代
、
白
革
づ
く
り
を
し
て
い

た
八
幡
科
手
の
白
革
師
は
、
大
坂
安
土

町
、
塩
町
と
共
に
白
革
製
造
販
売
の
独

占
権
を
持
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
に
な

る
と
皮
革
製
品
の
需
要
拡
大
に
よ
っ
て

か
わ
た
村
で
も
鹿
革
な
め
し
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
科
手
の
白
革
師
が
六
条
村
・

天
部
村
の
鹿
皮
な
め
し
を
禁
止
す
る
よ

う
何
度
も
訴
え
出
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

菖
蒲
革
は
将
軍
家
へ
の
献
上
品
で
も
あ

り
別
格
の
も
の
で
あ
る
。
家
康
の
朱
印

状
を
持
つ
特
別
な
百
姓
が
製
造
す
る
清

浄
な
白
革
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

争
論
に
勝
訴
し
た
記
念
に
「
大
坂
白
革

屋
中
」
と
銘
文
が
あ
る
大
き
な
石
灯
篭

一
対
が
石
清
水
八
幡
宮
に
寄
進
さ
れ
て

い
る
。

明
治
維
新
を
経
て
、
神
仏
分
離
に
よ

る
八
幡
宮
の
神
威
の
失
墜
、
神
人
身
分

を
示
す
朱
印
状
の
失
効
な
ど
由
緒
を
失

い
、
白
革
師
は
穢
多
と
の
身
分
混
同
を

恐
れ
て
製
革
の
道
具
全
て
を
廃
棄
し
、

職
人
も
離
散
し
て
い
っ
た
。

明
治
一
五
年
に
京
都
府
の
勧
業
課
が

高
貴
な
物
産
と
し
て
再
興
す
る
よ
う
告

諭
し
た
が
、
応
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
賤
民
廃

止
令
（
解
放
令
）
が
何
故
成
立
し
た
の

か
。
そ
の
要
因
に
は
、
江
戸
時
代
、
社

会
の
仕
組
み
に
部
落
民
が
組
み
入
れ
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
「
差
別
」
が
強
化
さ

れ
て
い
く
が
、
中
世
以
来
の
「
穢
れ
」

意
識
は
弱
ま
っ
た
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
社
会
制
度
に
組
み
入
れ
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
部
落
内
外
の
交
流
が
拡
大

し
、
「
差
別
」
に
対
す
る
姿
勢
も
変
わ

る
。
人
口
の
増
加
に
よ
る
経
済
力
を
背

景
に
物
申
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

明
治
時
代
に
入
り
、
新
し
い
国
家
体

制
を
作
っ
て
い
く
に
当
た
り
、
体
制
維

持
に
重
要
な
警
察
・
清
掃
機
能
が
こ
れ

ま
で
被
差
別
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き

た
こ
と
、
差
別
の
上
に
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
体
制
の
不
備
を
政
府

は
自
覚
し
て
い
く
。
ま
た
、
統
一
国
家

の
形
成
を
進
め
る
上
で
、
異
民
族
視
さ

れ
て
い
た
部
落
民
を
日
本
人
と
し
て
取

り
込
む
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
段
階
的

解
放
論
や
抜
擢
解
放
論
が
出
て
く
る
。

そ
う
い
う
中
で
、
即
時
無
条
件
の
賤
民

廃
止
令
が
出
さ
れ
る
。
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第
３
回

近
世
石
清
水
八
幡
宮
の
菖
蒲

革
と
神
人
の
活
動

講
師

竹
中

友
里
代
さ
ん

（
京
都
府
立
大
学
）

第
４
回

賤
民
廃
止
令
に
つ
い
て
横
山

百
合
子
氏
の
疑
問
に
答
え
る

講
師

上
杉

聰
さ
ん

（
大
阪
市
立
大
学
元
教
授
）



こ
の
法
令
は
差
別
を
な
く
す
こ
と
に

つ
い
て
は
実
効
性
も
た
ず
、
「
土
地
の

商
品
化
」
と
身
分
制
が
衝
突
し
た
こ
と

が
引
き
金
と
な
っ
て
だ
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
地
租
改
正
は
税
金
の
取
り
方
を
根

本
的
に
変
え
た
も
の
で
、
近
代
化
を
進

め
る
た
め
の
安
定
し
た
税
収
を
得
る
た

め
の
重
要
な
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
警
察
や
清
掃
と
い
っ
た
仕
事
の
代
価

と
し
て
無
税
だ
っ
た
部
落
の
土
地
に
他

の
無
税
地
と
同
様
に
課
税
し
、
売
買
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た

た
め
身
分
制
の
廃
止
が
な
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

横
山
百
合
子
さ
ん
の
地
租
改
正
説
へ

の
批
判
は
、
賤
民
廃
止
令
の
制
定
過
程

の
様
々
な
関
係
史
料
へ
の
検
討
が
不
十

分
で
あ
る
と
講
師
は
指
摘
し
た
。

江
戸
時
代
、
清
水
寺
の
僧
房
で
あ
る

成
就
院
は
門
前
町
を
管
轄
す
る
仕
事
を

し
て
お
り
、
そ
の
公
用
日
記
に
は
町
奉

行
配
下
の
与
力
や
同
心
と
の
行
政
上
の

や
り
と
り
や
現
存
し
な
い
清
水
寺
の
景

観
の
記
録
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
大
変

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
日
記
に

は
、
現
在
は
な
い
「
馬
駐
門
」
と
称
さ

れ
る
門
が
仁
王
門
の
石
段
下
に
あ
り
、

そ
こ
に
は
門
番
が
い
て
門
の
開
閉
や
巡

回
を
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
門
の
開
閉
は
時
間
が
厳
し
く
決
め

ら
れ
、
門
番
以
外
が
開
閉
す
る
と
咎
め

ら
る
と
い
っ
た
警
備
上
重
視
さ
れ
た
門

で
あ
っ
た
。
清
水
寺
の
廻
り
に
は
他
に

滝
下
門
・
延
年
寺
越
門
が
あ
っ
た
。

背
後
が
山
で
あ
り
山
を
ぬ
う
よ
う
に

道
が
通
る
た
め
不
審
者
の
出
入
り
に
は

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
他
の

寺
社
に
は
な
い
信
仰
心
か
ら
の
「
飛
び

落
ち
」
が
多
々
あ
る
と
い
う
清
水
寺
な

ら
で
は
の
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、
「
馬

駐
門
」
は
仁
王
門
下
に
あ
っ
て
参
詣
者

の
出
入
り
が
多
い
こ
と
か
ら
特
に
重
要

視
さ
れ
、
構
造
も
他
の
門
よ
り
も
立
派

な
も
の
で
あ
っ
た
。

洛
中
の
町
々
で
も
木
戸
門
設
置
が
命

じ
ら
れ
番
非
人
が
置
か
れ
た
が
、
清
水

寺
の
番
人
は
門
前
町
の
住
民
が
勤
め
て

い
た
。
「
飛
び
落
ち
」
や
変
死
者
が
出

た
場
合
、
町
奉
行
へ
の
届
出
や
介
抱
、

身
内
へ
の
連
絡
な
ど
も
門
前
町
の
人
び

と
が
行
っ
た
。
た
だ
し
、
変
死
者
が
非

人
の
場
合
は
悲
田
院
に
連
絡
し
引
き
取

ら
せ
た
。

『
成
就
院
日
記
』
は
現
在
も
翻
刻
が

続
い
て
お
り
、
門
の
位
置
づ
け
や
門
番

の
就
任
に
つ
い
て
、
更
に
明
ら
か
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

敗
戦
か
ら
一
九
四
七
年
五
月
三
日
の

新
憲
法
施
行
ま
で
の
日
本
の
各
新
聞
が

ど
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
た
の
か
を
、

三
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
整
理
す
る
。

第
一
期
は
大
日
本
帝
国
憲
法
改
正
の

動
き
が
明
ら
か
に
な
っ
た
四
五
年
一
〇

月
か
ら
憲
法
改
正
草
案
が
発
表
さ
れ
た

四
六
年
三
月
で
あ
る
。
改
正
の
動
き
が

明
ら
か
に
な
る
と
基
本
的
に
は
多
く
の

新
聞
が
「
日
本
民
主
主
義
の
確
立
と
国

体
護
持
」
の
立
場
を
と
っ
た
。
そ
の
後
、

旧
憲
法
の
微
修
正
と
い
う
政
府
の
動
き

が
明
ら
か
に
な
る
と
政
府
批
判
を
行
う

が
天
皇
制
支
持
の
立
場
が
大
勢
だ
っ
た
。

し
か
し
四
六
年
三
月
、
占
領
軍
に
よ
る

改
正
案
を
受
け
入
れ
た
政
府
の
草
案

（
主
権
在
民
・
天
皇
世
襲
・
戦
争
放
棄
）

が
だ
さ
れ
る
と
大
半
の
新
聞
が
肯
定
的

評
価
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
期
は
四
六
年
六
月
か
ら
一
〇
月

の
帝
国
議
会
で
の
改
正
案
審
議
・
成
立

の
時
期
で
、
「
主
権
問
題
」
「
戦
争
放

棄
」
「
基
本
的
人
権
」
な
ど
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
ほ
と
ん
ど
議
論
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
背
景
に
は
「
憲
法

よ
り
メ
シ
」
と
い
う
、
食
糧
難
の
時
に

憲
法
論
議
が
優
先
す
る
の
か
と
い
う
世

相
が
あ
っ
た
。

第
三
期
は
四
六
年
一
一
月
の
公
布
か

ら
四
七
年
五
月
の
施
行
ま
で
の
時
期
で
、

新
憲
法
の
意
義
や
、
生
か
す
努
力
な
ど

の
啓
蒙
的
な
主
張
が
中
心
に
な
る
。

新
憲
法
制
定
に
つ
い
て
当
初
は
天
皇

制
・
国
体
に
関
す
る
論
議
が
主
だ
っ
た

が
、
議
論
そ
の
も
の
は
高
ま
る
こ
と
は

な
く
、
草
案
発
表
後
は
占
領
軍
方
針
へ

の
追
認
的
な
姿
勢
が
強
か
っ
た
。
基
本

的
人
権
に
つ
い
て
は
、
公
布
以
降
に
関

心
が
高
ま
り
内
容
紹
介
な
ど
の
啓
蒙
を

行
っ
て
い
る
。

京
都
発
行
の
『
京
都
新
聞
』
『
夕
刊

京
都
』
で
は
、
天
皇
制
の
問
題
を
含
め

て
新
憲
法
に
つ
い
て
国
民
の
間
で
議
論

が
高
揚
す
る
こ
と
を
求
め
盛
ん
に
議
論

を
喚
起
し
て
い
る
。
全
国
的
に
も
少
数

派
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
時
期
に
論

説
を
担
当
し
て
い
た
著
名
な
経
済
学
者

の
住
谷
悦
治
の
主
張
に
よ
る
も
の
が
大

き
い
。
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第
５
回

江
戸
時
代
の
清
水
寺
に
存
在

し
た
「
仁
王
門
下
の
惣
門
」
と

門
番
―
『
成
就
院
日
記
』
を
中

心
に
―

講
師

吉
住

恭
子
さ
ん

（
京
都
市
歴
史
資
料
館
館
員
）

第
６
回

日
本
国
憲
法
制
定
期
の
新
聞

論
説
（
１
９
４
５
～
１
９
４
７
年
）

―
京
都
発
行
新
聞
に
も
注
目
し
て

講
師

梶
居

佳
広
さ
ん

（
立
命
館
大
学
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
所
客
員
研
究
員
）



■
本
書
の
構
成

本
書
は
、
編
者
の
山
本
栄
子
さ
ん
と
、

前
著
『
歩
―
識
字
を
求
め
、
部
落
差
別

と
闘
い
つ
づ
け
る
』
（
解
放
出
版
社
発
売
、

二
〇
一
二
年
）
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
び

と
と
の
鼎
談
を
通
し
て
、
部
落
差
別
の

解
消
・
解
放
に
向
け
て
「
私
た
ち
に
何

が
必
要
な
の
か
」
を
探
る
こ
と
を
問
題

意
識
と
し
て
い
る
。

鼎
談
者
は
各
地
で
部
落
問
題
の
解
決

に
取
り
組
む
当
事
者
や
関
係
者
で
、
①

部
落
史
・
部
落
問
題
研
究
、
②
同
和
教

育
・
人
権
教
育
、
③
部
落
の
若
者
た
ち
、

④
隣
保
館
、
⑤
識
字
教
室
、
⑥
カ
ー
ス

ト
制
度
・
ア
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、
⑦

同
和
行
政
、
⑧
部
落
解
放
運
動
の
八
つ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
「
部
落
差
別
を

ど
の
よ
う
に
語
る
べ
き
な
の
か
。
ま
た
、

何
に
つ
い
て
語
る
べ
き
な
の
か
」
と
い

う
視
点
か
ら
対
話
が
進
め
ら
れ
て
い
る

（
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
鼎
談
者
一
四
人

の
う
ち
一
一
人
が
女
性
と
い
う
構
成
は
、
こ

の
分
野
の
鼎
談
集
と
し
て
は
意
義
深
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
）
。
各
章
の
タ
イ
ト
ル

と
鼎
談
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
括
弧

内
は
鼎
談
者
）
。

第
１
章

部
落
史
研
究
の
位
置
─
差

別
の
論
理
的
把
握
と
不
断
の
民
主
主

義
革
命
（
黒
川
み
ど
り
）

第
２
章

現
在
の
部
落
認
識
・
差
別

意
識
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
─
こ
れ

ま
で
の
同
和
教
育
・
人
権
教
育
の
成
果

と
課
題
を
継
承
す
る
（
阿
久
澤
麻
理
子
）

第
３
章

若
者
に
と
っ
て
の
部
落
問

題
─
生
き
方
の
模
索
と
多
様
な
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
へ
の
拡
が
り
へ
（
川
﨑
那
恵
）

第
４
章

隣
保
館
活
動
の
可
能
性
─

出
会
い
と
つ
な
が
り
を
オ
ー
ガ
ナ
イ

ズ
す
る
（
篠
原
美
智
代
・
長
尾
香
織
・
吉

田
賀
永
子
・
西
川
小
百
合
）

第
５
章

京
都
府
福
知
山
に
お
け
る

識
字
学
級
の
取
り
組
み
と
女
性
た
ち

（
部
落
解
放
同
盟
京
都
府
連
合
会
丘
支
部

女
性
部
・
藤
田
寿
啓
）

第
６
章

ア
ジ
ア
か
ら
見
る
被
差
別

部
落
―
差
別
を
超
え
る
力
を
見
据
え

る
（
池
亀
彩
）

第
７
章

同
和
行
政
の
「
総
括
」
と

は
何
で
あ
っ
た
の
か
─
京
都
市
と
京

都
市
立
芸
術
大
学
の
試
み
（
淀
野
実
）

第
８
章

再
論
・
部
落
解
放
運
動
─

差
別
か
ら
「
解
放
」
さ
れ
る
と
は
何

か
（
山
内
政
夫
）

序
章
（
山
本
崇
記
執
筆
）
お
よ
び
各
章

の
冒
頭
と
、
「
鼎
談
・
座
談
を
終
え
て
」

（
山
本
栄
子
執
筆
）
で
は
、
鼎
談
の
問
題

意
識
と
鼎
談
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
栄

子
さ
ん
と
出
会
っ
た
経
緯
が
説
明
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
「
解
放
奨
学
金
」
や

「
地
区
指
定
」
な
ど
、
部
落
問
題
に
関

連
す
る
語
句
・
用
語
に
脚
注
が
付
さ
れ

て
お
り
、
部
落
差
別
を
よ
く
知
ら
な
い

読
者
と
っ
て
こ
の
問
題
を
理
解
す
る
助

け
と
な
る
だ
ろ
う
。

■
連
帯
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

編
者
と
各
鼎
談
者
の
間
で
は
、
部
落

内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
運
動
や
被
差

別
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
連
帯
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
だ
と
す
る
意
識

が
共
通
し
て
い
る
。

第
３
章
の
鼎
談
者
の
川
﨑
那
恵
さ
ん

は
、
運
動
を
模
索
す
る
中
で
、
部
落
か

ら
出
て
一
般
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た

ち
の
拠
り
所
と
な
る
場
所
づ
く
り
を
試

み
、
仲
間
と
と
も
に
Ｈ
Ｐ
「
『
わ
た
し
』

か
ら
始
ま
る
『
部
落
』
の
情
報
発
信
サ

イ
ト
～BU

RAKU
HE
R
IT
A
GE

」
を
開
設
し
、

積
極
的
に
部
落
に
関
係
す
る
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
内
外
の
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
聞
き
な
が
ら
、
人
と
人
を
繋
げ
る
と

い
う
香
川
県
の
隣
保
館
活
動
は
、
全
国

で
隣
保
館
の
縮
小
・
廃
止
が
続
き
、
地

域
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
隣
保
館
活

動
の
新
た
な
可
能
性
を
提
示
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
ま
ず
隣
保
館
職
員
が
、
部

落
問
題
だ
け
で
な
く
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
や
在
日
コ
リ
ア
ン
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
問

題
に
つ
い
て
学
び
、
そ
こ
か
ら
学
校
や

地
域
に
発
信
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
か

ら
、
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
く
と
い
う

仕
組
み
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
館
も

存
在
す
る
と
い
う
。
第
７
章
の
鼎
談
者

で
京
都
市
職
員
と
し
て
同
和
行
政
改
革

に
携
わ
っ
た
淀
野
実
さ
ん
も
、
「
解
放

理
論
と
い
う
点
で
は
、
も
っ
と
間
口
を

広
げ
て
様
々
な
社
会
的
弱
者
と
連
帯
し

て
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
克
服
し
て
い
く
と

い
う
の
が
あ
る
べ
き
姿
だ
と
思
う
の
で
す
」
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（
三
四
〇
頁
）
と
理
想
を
語
っ
て
い
る
。

第
２
章
の
鼎
談
者
の
阿
久
澤
麻
里
子

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
部
落
内
外
と
の
連
帯
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
目
的
は
、

「
強
者
・
弱
者
の
関
係
で
は
な
く
て
、

誰
も
が
自
分
の
弱
さ
を
受
け
入
れ
て

『
助
け
て
』
と
言
い
合
え
る
関
係
性
」

を
作
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
（
一
〇
四
頁
）
。

編
者
の
山
本
崇
記
さ
ん
も
、
「
当
事
者

宣
言
」
＝
ム
ラ
の
あ
る
べ
き
姿
と
い
う

前
提
に
反
発
す
る
地
域
の
若
者
と
「
ど

こ
で
も
安
心
し
て
自
分
の
当
事
者
性
を

受
け
入
れ
た
り
受
け
入
れ
な
か
っ
た
り

す
る
よ
う
な
場
面
を
こ
の
社
会
に
で
き

る
限
り
張
り
巡
ら
せ
て
い
く
必
要
が
我
々

の
責
任
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
話
に
な
っ

た
と
い
う
（
八
一
頁
）
。

関
係
性
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
栄

子
さ
ん
の
「
部
落
問
題
の
解
決
に
は
こ

れ
が
良
い
と
か
そ
ん
な
答
え
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
が

で
き
る
『
関
係
性
』
が
欲
し
い
と
思
う
」

（
一
〇
六
頁
）
と
い
う
意
見
に
は
筆
者
も

全
面
的
に
同
意
す
る
。
香
川
で
の
隣
保

館
活
動
や
、
福
知
山
の
識
字
学
級
で
試

み
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
部
落
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
え
る
関
係
性
を
各
地
の

実
情
に
合
わ
せ
て
（
再
）
構
築
・
維
持

す
る
具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
研
修
等
を
通
じ
て
水
俣
病
事

件
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
課
題
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
部
落
問
題
に
対
す
る
認
識
も

さ
ら
に
深
ま
っ
た
と
い
う
鼎
談
者
も
い

て
、
部
落
内
外
の
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
持
つ
可
能
性
は
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。

た
だ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
運
動
に
関

わ
っ
て
き
た
栄
子
さ
ん
と
し
て
は
、

「
私
ら
が
解
放
運
動
を
す
る
中
で
、
自

分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
て
あ
ら
ゆ
る
人

と
接
点
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
私
ら
の

解
放
に
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
ん
だ
け
ど
」
（
七
六
頁
）
と
し
つ
つ
も
、

解
放
運
動
に
対
す
る
理
解
の
な
さ
に
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

・
本
当
に
部
落
解
放
運
動
が
な
ぜ
こ

ん
な
に
理
解
さ
れ
な
い
の
か
な
と
思

う
。
分
か
ら
ん
こ
と
も
な
い
ん
で
す

よ
。
私
は
そ
こ
で
大
き
く
な
っ
て
い

る
か
ら
、
部
落
や
差
別
と
い
う
前
に

あ
ん
た
ら
ど
う
な
ん
や
、
と
い
う
時

が
あ
る
ん
で
す
。
（
五
二
頁
）

・
い
ろ
ん
な
社
会
運
動
が
あ
り
ま
す

わ
な
。
そ
の
中
で
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
に
協
賛
し
て
や
っ
て
く
れ
る
の
に
、

解
放
同
盟
の
運
動
だ
け
は
忌
避
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
を
組
織
と
し
て
考
え

て
い
か
ん
な
ら
ん
の
と
違
う
。
そ
れ

を
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
部
落
の

解
放
や
っ
て
い
っ
て
た
っ
て
口
先
だ

け
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。
（
六
〇
頁
）

な
ぜ
解
放
運
動
は
他
の
社
会
運
動
か

ら
忌
避
さ
れ
て
い
る
の
か
。
京
都
市
の

同
和
行
政
を
め
ぐ
る
不
祥
事
と
そ
の
総

括
を
取
り
上
げ
た
第
７
章
で
は
、
批
判

の
矛
先
が
解
放
同
盟
に
向
け
ら
れ
た
結

果
、
「
『
運
動
団
体
＝
同
和
』
は
悪
」

と
い
う
図
式
が
で
き
て
し
ま
っ
た
経
緯

が
説
明
さ
れ
て
い
る
（
三
二
七
～
三
二
八

頁
）
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
運
動
と
の
連
携

を
め
ざ
す
の
で
あ
れ
ば
、
解
放
運
動
や

同
和
行
政
の
背
景
や
原
因
が
知
ら
れ
な

い
ま
ま
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が

一
人
歩
き
し
て
い
る
現
状
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

周
辺
住
民
や
行
政
へ
の
啓
発
だ
け
で
な

く
、
当
事
者
の
自
覚
・
主
体
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

■
自
覚
・
主
体
性
の
獲
得

二
〇
一
六
年
一
二
月
、
部
落
差
別
解

消
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
。
栄
子
さ
ん

は
「
法
律
は
大
事
」
と
し
つ
つ
も
、

「
ど
ん
な
法
律
が
で
き
た
か
っ
て
。
自

分
た
ち
が
そ
の
中
で
自
覚
し
て
い
か
な

い
と
誰
も
差
別
の
解
消
な
ん
か
し
て
く

れ
な
い
で
す
よ
」
（
八
四
頁
）
と
し
て
、

部
落
解
放
に
は
当
事
者
の
自
覚
が
必
要

で
あ
る
と
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

・
そ
れ
〔
＝
部
落
差
別
解
消
推
進
法
〕
を

つ
く
り
な
さ
い
と
解
放
同
盟
が
運
動

し
て
き
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
同
時

に
、
同
盟
員
に
対
し
て
自
覚
を
も
た

す
よ
う
な
運
動
を
し
て
い
か
な
か
っ

た
ら
、
言
っ
て
る
ば
か
り
で
は
あ
か

ん
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
法

律
は
大
事
で
す
よ
。
そ
れ
を
つ
く
る

と
同
時
に
、
周
辺
地
域
の
人
た
ち
へ

の
啓
発
、
当
事
者
の
自
覚
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
行
政
の
啓
発
も
必
要
で

す
。
（
八
四
頁
）

・
私
が
地
域
の
中
に
住
ん
で
い
て
一

番
歯
が
ゆ
い
と
思
う
こ
と
は
、
も
っ

と
も
っ
と
自
分
た
ち
の
生
活
を
見
て

何
で
私
ら
が
こ
う
い
う
生
活
を
し
て

い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

欲
し
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の

頃
の
保
護
者
ね
、
先
生
が
気
が
付
い

て
何
回
か
保
護
者
と
話
を
す
る
で
し
ょ
。

そ
し
た
ら
保
護
者
が
面
倒
に
な
っ
て
、

先
生
も
う
え
え
、
う
ち
の
子
や
し
ほ
っ

と
い
て
、
と
言
う
た
り
す
る
。
そ
う

い
う
保
護
者
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

（
九
七
頁
）

・
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
一
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人
一
人
が
自
覚
す
る
中
で
部
落
を
解

放
し
て
い
か
な
あ
か
ん
の
と
違
う
の

か
な
と
。
運
動
の
中
で
い
く
ら
差
別

や
解
放
や
と
言
っ
て
い
て
も
、
一
人

一
人
が
自
覚
し
な
か
っ
た
ら
解
放
な

ん
て
ほ
ど
遠
い
話
や
と
思
い
ま
す
。

（
三
七
七
頁
）

「
運
動
っ
て
、
自
分
を
取
り
戻
す
た

め
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
」
（
二
四

三
頁
）
と
考
え
る
栄
子
さ
ん
が
、
当
事
者

の
自
覚
・
主
体
性
を
重
視
す
る
の
は
当

然
か
も
し
れ
な
い
が
、
解
放
運
動
が
同

和
行
政
に
依
存
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た

行
政
も
解
放
運
動
に
対
し
て
主
体
性
を

発
揮
し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
・
批

判
も
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
う
一
人
の
編
者
の
山
本
崇
記
さ
ん

は
、
住
民
／
地
域
の
主
体
性
に
つ
い
て
、

東
九
条
や
崇
仁
で
行
わ
れ
て
い
る
「
部

落
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
も
触
れ
つ
つ
、

次
の
よ
う
な
見
通
し
を
提
示
し
て
い
る
。

・
も
し
部
落
か
ら
そ
う
い
う
行
政
の

主
体
性
、
住
民
の
主
体
性
と
い
う
こ

と
が
、
か
た
ち
と
し
て
示
せ
た
ら
、

部
落
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
他
の
一
般

地
域
に
示
唆
す
る
こ
と
は
大
で
す
。

つ
ま
り
、
他
の
地
域
よ
り
も
主
体
性

を
求
め
ら
れ
て
い
る
し
、
他
の
地
域

よ
り
も
依
存
さ
せ
ら
れ
て
き
た
し
、

と
い
う
意
味
で
は
、
部
落
の
ま
ち
づ

く
り
と
言
う
の
は
凄
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
し
、
ハ
ー
ド
ル
は
と
て
つ

も
な
く
高
い
け
ど
、
そ
れ
を
も
し
乗

り
越
え
て
か
た
ち
を
示
せ
た
ら
、
こ

ん
な
に
面
白
い
、
示
唆
す
る
地
域
は

な
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
大
事
な
の
は
、
そ
の
過
程

を
通
じ
て
、
部
落
差
別
を
な
く
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
（
三
二
一
頁
）

■
教
育
・
学
び
の
力

鼎
談
で
は
、
教
育
・
学
び
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。

・
運
動
す
る
の
も
良
い
け
れ
ど
、
ま

ず
学
校
に
行
か
な
あ
か
ん
。
ま
だ
ま

だ
、
地
域
の
中
は
学
力
が
低
い
。
大

学
に
行
く
と
選
択
肢
が
広
が
る
じ
ゃ

な
い
。
あ
な
た
〔
＝
川
﨑
那
恵
さ
ん
〕

の
話
を
き
い
て
い
て
、
や
っ
ぱ
り
学

校
っ
て
す
ご
く
大
事
や
な
っ
て
思
っ

た
。
何
で
も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に

な
る
じ
ゃ
な
い
。
自
分
か
ら
。
一
人

歩
き
が
で
き
る
。
（
一
四
四
頁
）

・
私
は
や
は
り
、
い
ま
の
解
放
運
動

に
は
、
教
育
を
念
頭
に
置
い
て
欲
し

い
な
と
。
ま
ず
教
育
や
と
思
う
ん
で

す
よ
。
時
代
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る

や
ん
。
流
れ
も
変
わ
っ
て
い
る
や
ん
。

そ
し
た
ら
ね
、
私
ら
も
い
つ
ま
で
も

差
別
さ
れ
て
る
や
と
か
そ
ん
な
こ
と

ば
っ
か
り
言
う
て
た
か
て
、
向
上
も

何
も
あ
ら
へ
ん
や
ん
。
そ
の
辺
り
を

ね
、
も
っ
と
一
人
ひ
と
り
が
ね
、
自

分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
自
覚
し

て
、
運
動
を
し
て
欲
し
い
な
と
思
う

ね
ん
。
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場

の
自
覚
が
で
き
た
ら
ね
、
自
分
が
何

を
し
て
い
か
な
あ
か
ん
の
か
、
こ
れ

か
ら
ね
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
ど
う
子

育
て
を
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
の
ん

か
と
か
ね
。
そ
う
い
う
学
習
会
が
あ

ん
ま
り
無
い
ん
や
ね
。
（
一
八
八
～
一

八
九
頁
）

・
自
分
た
ち
が
勉
強
し
に
出
た
ら
い

い
ん
で
す
よ
、
私
も
識
字
を
し
て
い

る
時
に
役
所
の
人
た
ち
に
言
っ
て
い

た
の
は
、
呼
び
込
む
だ
け
で
は
い
け

な
い
。
識
字
生
を
外
へ
連
れ
て
行
き

な
さ
い
。
京
都
市
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
か
ら
。
や
っ
ぱ
り
外
を
知
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
。
来
て

も
ら
う
の
も
い
い
け
れ
ど
も
、
自
分

た
ち
も
外
に
出
て
肌
で
感
じ
て
こ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

（
二
四
一
頁
）

第
４
章
・
第
５
章
で
は
、
隣
保
館
活

動
や
女
性
部
の
活
動
と
し
て
の
識
字
学

級
で
の
実
践
例
や
課
題
が
話
し
合
わ
れ

て
い
る
。
解
放
運
動
自
体
が
弱
ま
っ
て

い
る
中
で
、
識
字
学
級
の
担
い
手
の
育

成
や
、
解
放
同
盟
と
し
て
ど
の
よ
う
な

学
習
を
展
開
し
て
い
く
の
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
連
帯
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
や
自
覚
・
主
体
性
の
確

立
と
地
続
き
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

栄
子
さ
ん
は
、
「
差
別
さ
れ
る
側
、

す
る
側
の
子
ど
も
た
ち
、
大
人
も
そ
う

で
す
け
ど
、
そ
れ
を
お
互
い
に
学
習
し

て
い
く
と
い
う
の
は
大
事
な
こ
と
と
違

う
か
な
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
考
え
を

持
っ
て
い
る
が
、
人
権
教
育
を
専
門
と

す
る
阿
久
澤
さ
ん
に
よ
る
と
、
一
連
の

特
別
措
置
法
の
法
期
限
切
れ
に
よ
り
、

学
校
に
お
け
る
部
落
問
題
学
習
の
あ
り

方
が
大
き
く
変
化
し
た
と
い
う
。

・
学
校
教
育
の
変
化
の
影
響
と
し
て

は
、
と
に
か
く
、
部
落
も
部
落
出
身

者
も
、
見
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
部
落
問
題
学
習
の
あ
り

か
た
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
す
。･

･
･

･
･
･

具
体
的
に
「
地
域
」
や
「
人
」
に

出
会
う
実
践
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。･

･
･
･
･
･

そ
の
結
果
学
習
者
に

と
っ
て
、
部
落
問
題
は
ど
ん
ど
ん
抽
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象
化
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
は
、
部
落
差
別
を
扇
動

し
た
り
、
助
長
・
誘
発
す
る
情
報
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
部
落
問
題
を

抽
象
的
に
し
か
知
ら
な
い
、
若
い
世

代
の
意
識
の
空
白
に
、
こ
う
し
た
情

報
が
入
り
込
ん
で
い
く
こ
と
は
、
大

変
危
険
で
す
。
（
六
九
頁
）

若
い
世
代
に
と
っ
て
部
落
問
題
が
抽

象
化
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
筆
者

が
日
ご
ろ
大
学
生
と
接
し
て
い
る
中
で

も
実
感
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
法

期
限
切
れ
以
前
に
義
務
教
育
で
同
和
教

育
を
受
け
た
世
代
で
あ
っ
て
も
、
果
た

し
て
部
落
差
別
に
関
す
る
知
識
が
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
で
き
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

部
落
問
題
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
ら

れ
な
い
の
は
子
ど
も
や
若
者
だ
け
で
は

な
い
。
京
都
市
役
所
の
職
場
研
修
で
自

身
の
経
験
談
を
話
し
た
淀
野
さ
ん
に
よ

る
と
、
「
〔
職
員
は
〕
知
識
、
情
報
と
し

て
は
吸
収
し
よ
う
と
す
る
ん
で
す
。
け

れ
ど
も
、
実
感
と
か
、
自
分
事
と
し
て

と
ら
え
る
と
い
っ
た
リ
ア
ル
さ
が
な
い

･
･
･
･
･
･

研
修
を
受
け
て
、
自
分
は
こ
う

考
え
た
と
か
、
こ
う
し
よ
う
と
い
う
意

見
が
ま
っ
た
く
な
」
か
っ
た
と
い
う
（
三

三
六
頁
）
。
朝
田
善
之
助
が
自
宅
を
開
放

し
て
行
っ
て
い
た
「
朝
田
学
校
」
は
、

運
動
体
・
行
政
・
企
業
・
研
究
者
が
同

じ
場
所
で
研
修
が
で
き
る
場
と
し
て
提

供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
部
落
問
題

が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
今
、
改
め

て
そ
の
よ
う
な
場
が
必
要
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

■
部
落
史
研
究
の
位
置

第
１
章
は
、
近
代
部
落
史
研
究
者
で

あ
る
黒
川
み
ど
り
さ
ん
と
の
鼎
談
で
あ

る
。
筆
者
は
前
近
代
の
部
落
史
を
研
究

し
て
お
り
、
本
書
の
中
で
も
特
に
問
題

関
心
が
近
い
部
分
で
も
あ
っ
た
。

各
鼎
談
で
は
、
部
落
の
歴
史
を
学
び

理
解
す
る
こ
と
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
、
川
﨑

さ
ん
や
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
度
・
ダ

リ
ッ
ト
の
研
究
者
で
あ
る
池
亀
彩
さ
ん

は
、
歴
史
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
（
括
弧
内
は
発
言
者
）
。

・
そ
れ
は
部
落
の
人
間
だ
け
で
な
く

て
、
全
て
の
人
に
言
え
る
こ
と
で
、

結
局
、
日
本
人
の
あ
り
よ
う
に
も
関

わ
っ
て
く
る
け
ど
、
歴
史
が
あ
っ
て

自
分
が
い
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
社
会

を
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
自

分
が
ど
う
関
わ
る
か
を
考
え
る
に
は
、

歴
史
と
生
ま
れ
た
地
域
や
自
分
の
状

況
を
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
そ
れ
を
部
落
や
か
ら

人
よ
り
ち
ょ
っ
と
意
識
さ
せ
ら
れ
て

良
か
っ
た
と
私
な
ん
か
は
思
い
ま
す
。

（
川
﨑
、
一
四
四
頁
）

・
だ
か
ら
、
屠
場
関
係
と
か
、
皮
な

め
し
の
産
業
だ
と
か
、
ち
ゃ
ん
と
そ

れ
を
部
落
外
の
人
も
知
る
べ
き
だ
し
、

地
域
の
人
も
、
そ
の
歴
史
を
学
ぶ
の

は
と
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
（
池

亀
、
二
七
六
頁
）

・
〔
部
落
差
別
が
な
ぜ
残
る
の
か
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
〕
イ
ン
ド
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
す
ご
く
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

･
･
･
･
･
･

で
も
、
も
っ
と
文
化
的
な
こ

と
と
か
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
い
う
か
、
自
分
た
ち
は
こ
う

い
う
歴
史
を
持
っ
て
い
て
、
こ
う
い

う
職
業
に
つ
い
て
き
て
、
そ
う
い
う

歴
史
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
闘
争
の
中
心
に
は
な
く
て
、

ほ
と
ん
ど
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

･
･
･
･
･
･

で
も
、
イ
ン
ド
人
は
そ
こ
を

結
構
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。･

･
･
･
･
･

そ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
文
化
的
運
動

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
自
分
た
ち
の

文
化
と
か
歴
史
へ
の
誇
り
を
取
り
戻

そ
う
と
い
う
の
が
す
ご
く
あ
り
ま
す
。

日
本
の
部
落
解
放
運
動
は
、
ち
ょ
っ

と
そ
こ
が
弱
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。

（
池
亀
、
二
八
〇
～
二
八
一
頁
）

部
落
解
放
同
盟
京
都
市
協
議
会
の
役

員
と
し
て
栄
子
さ
ん
と
行
動
を
共
に
し

た
山
内
政
夫
さ
ん
も
、
自
身
の
手
で
資

料
を
発
見
す
る
努
力
を
続
け
る
中
で
、

歴
史
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
（
た
だ
し
山
内
さ
ん
は
、

歴
史
研
究
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
ま
ち
づ
く

り
・
運
動
を
あ
わ
せ
た
総
合
力
が
必
要
だ
と

み
て
い
る
）
。

・
継
続
し
て
い
い
も
の
は
き
ち
っ
と

残
し
て
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
役
立
つ

も
の
と
し
て
考
え
て
い
か
な
あ
か
ん

訳
で
す
わ
。
い
ま
の
話
か
ら
学
ぶ
べ

き
も
の
と
し
た
ら
、
崇
仁
で
言
う
と
、

い
ろ
ん
な
有
名
人
と
出
会
い
ま
す
や

ん
。
こ
れ
は
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て

部
落
差
別
の
本
質
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
い
う
話
や
か
ら
、
こ
う
い
う
運

動
こ
そ
が
部
落
差
別
を
な
く
す
こ
と

に
な
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
。
（
山

内
、
三
八
〇
頁
）

部
落
史
研
究
で
は
、
一
九
七
〇
年
代

後
半
ご
ろ
か
ら
「
貧
困
・
差
別
の
歴
史
」

か
ら
「
生
産
・
労
働
の
歴
史
」
へ
の
転

換
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
前
近

代
の
部
落
史
に
お
い
て
は
生
業
や
役
負

担
、
文
化
に
関
す
る
実
証
性
を
重
視
し

た
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
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う
な
社
会
史
的
な
視
点
か
ら
の
研
究
は
、

当
事
者
に
と
っ
て
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や

誇
り
の
獲
得
と
な
る
可
能
性
を
孕
ん
で

い
る
。
そ
の
一
方
で
理
論
的
枠
組
み
や

社
会
構
造
と
の
関
係
性
を
欠
い
た
「
目

的
を
持
た
な
い
個
別
実
証
主
義
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
展
開
さ
れ
続
け
て
い
る
」

（
二
〇
頁
）
現
状
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
黒
川
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
発
言

し
て
い
る
。

・
誇
り
の
文
化
と
か
い
う
の
は
、
八

〇
年
代
か
ら
で
す
か
、
教
育
と
か
啓

発
で
非
常
に
言
わ
れ
て
き
て
い
て
、

山
本
（
崇
記
）
さ
ん
は
当
事
者
に
と
っ

て
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
支
え
に
な
る
の

か
と
問
わ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

逆
に
「
外
」
か
ら
安
直
に
そ
れ
を
言
っ

て
事
足
れ
り
と
す
る
こ
と
が
、
差
別

を
し
て
い
る
人
の
意
識
を
変
え
る
力

に
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
ず
っ
と

持
っ
て
い
ま
す
。･

･
･
･
･
･

そ
こ
に
は

い
く
ら
立
派
な
芸
能
が
あ
る
と
か
、

か
つ
て
は
裕
福
だ
っ
た
か
と
か
言
っ

て
も
違
う
論
理
で
差
別
を
す
る
訳
だ

か
ら
、
被
差
別
部
落
の
人
々
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
構
築
に
は
な
っ
て
も
、

社
会
の
意
識
を
変
え
る
力
に
は
そ
う

簡
単
に
は
な
ら
な
い
と
私
は
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
こ
と
が
出

て
き
た
こ
と
の
当
事
者
に
と
っ
て
の

意
味
も
分
か
る
し
、
否
定
す
る
つ
も

り
は
な
い
け
れ
ど
も
。
（
三
八
頁
）

・
庭
師
の
話
と
か
は
感
性
で
す
よ
ね
、

子
ど
も
た
ち
の
感
性
に
訴
え
る
訳
で

す
よ
ね
。
全
然
意
味
が
な
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
け
ど
、
も
っ
と
認
識
レ
ベ

ル
で
、
論
理
的
に
変
え
て
い
か
な
い

と
差
別
を
し
な
い
社
会
づ
く
り
が
で

き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い

て
、
そ
こ
に
本
来
の
歴
史
学
の
役
割

が
あ
る
と
思
い
ま
す･

･
･
･
･
･

な
ぜ
社

会
が
差
別
を
内
包
し
て
き
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
歴
史
的
に
説

明
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
な
い

と
本
当
の
人
権
教
育
に
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
（
三
九
頁
）

当
事
者
に
出
会
い
、
そ
の
声
や
経
験

を
聞
く
と
い
う
感
性
に
訴
え
か
け
る
方

法
が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
編
者
の
山
本
崇
記
さ
ん
は
、

当
事
者
に
「
寄
り
か
か
り
続
け
る
」
こ

と
へ
の
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

・
存
在
を
目
の
前
に
し
て
し
か
差
別

問
題
を
意
識
し
た
り
、
自
覚
し
た
り
、

批
判
的
に
と
ら
え
た
り
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
っ
て
い
う
の
は
お
か
し
い
。

･
･
･
･
･
･

証
言
と
か
声
と
か
直
接
出
会

う
と
い
う
こ
と
に
寄
り
か
か
り
続
け

る
の
は
ど
う
な
の
か
な
と
思
う
こ
と

が
あ
っ
て
。
差
別
と
ロ
ジ
カ
ル
に
向

き
合
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
そ
の
可
能
性
も
な
い
こ
と
も

な
い
の
か
な
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
（
四
二
頁
）

差
別
と
向
き
合
う
際
、
感
性
に
訴
え

か
け
る
方
法
は
確
か
に
有
効
で
は
あ
る

が
、
当
事
者
に
と
っ
て
被
差
別
体
験
を

語
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
負
担
を
伴
う

も
の
で
あ
ろ
う
し
、
当
事
者
の
声
や
体

験
を
聞
い
た
だ
け
で
非
当
事
者
が
「
理

解
し
た
つ
も
り
」
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
人
が
ヘ
イ
ト

に
引
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
「
ヘ
イ
ト

の
時
代
」
に
お
い
て
こ
そ
、
感
性
だ
け

で
差
別
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
「
差
別
の
論
理
」
に
抵
抗
す

る
論
理
を
構
築
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
「
出
会
い
」
の
先
へ

巻
末
の
「
鼎
談
・
座
談
を
終
え
て
」

に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

・
鼎
談
・
座
談
の
中
で
は
、
部
落
解

放
運
動
の
一
端
を
担
う
者
と
し
て
は
、

耳
の
痛
い
、
か
な
り
厳
し
い
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
運
動
（
組
織
）

に
対
す
る
率
直
な
批
判
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
正
面
か

ら
受
け
止
め
た
い
。
そ
し
て
、
私
の

よ
う
な
組
織
を
選
択
す
る
者
や
、
個

人
と
し
て
の
活
動
を
選
択
す
る
者
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
中
で
や
っ
て
い

け
る
こ
と
を
柔
軟
か
つ
行
動
的
に
進

め
て
い
き
た
い
で
す
。
共
に
仲
間
と

し
て
。
（
三
九
九
頁
）
。

副
題
に
「
新
た
な
出
会
い
を
求
め
て
」

と
あ
る
よ
う
に
、
筆
者
も
本
書
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
書
を
読
ん
で

栄
子
さ
ん
や
鼎
談
者
と
実
際
に
会
っ
て

み
た
い
、
話
を
聞
き
た
い
、
と
感
じ
る

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

気
付
か
な
か
っ
た
課
題
に
気
づ
く
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
当
事
者
や
部

落
問
題
に
関
心
が
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、

「
な
ん
と
な
く
部
落
差
別
を
知
っ
て
い

る
」
人
に
こ
そ
、
読
ん
で
も
ら
い
た
い

一
冊
で
あ
る
。

（
生
活
書
院
発
行
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
、
三
二

〇
〇
円
＋
税
）
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【
本
書
の
概
要
】

本
稿
で
は
、
林
采
成
（
イ
ム
・
チ
ェ
ソ

ン
）
著
『
飲
食
朝
鮮
―
帝
国
の
中
の
「
食
」

経
済
史
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
九
年
二
月
）
を
紹
介
し
た
い
。
メ

イ
ン
タ
イ
ト
ル
と
美
し
い
装
幀
か
ら
は
、

食
文
化
に
つ
い
て
の
「
や
わ
ら
か
な
」

本
と
い
う
印
象
も
受
け
る
の
で
あ
る
が
、

副
題
に
あ
る
通
り
、
学
術
的
な
硬
度
の

高
い
経
済
史
の
研
究
書
で
あ
る
。
「
食

料
帝
国
」
「
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
と
い

う
概
念
を
用
い
つ
つ
、
日
本
帝
国
の
も

と
に
置
か
れ
た
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
農
水
産
物
・
畜
産
物
や
酒
・

煙
草
類
の
、
生
産
・
加
工
・
流
通
・
販

売
を
め
ぐ
る
状
況
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

著
者
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
植
民

地
朝
鮮
の
経
済
史
研
究
に
お
い
て
は

「
植
民
地
収
奪
論
」
や
「
植
民
地
近
代

化
論
」
と
い
っ
た
日
本
の
植
民
地
支
配

の
歴
史
像
と
も
絡
ん
だ
議
論
が
進
め
ら

れ
が
ち
で
あ
る
。
本
著
は
「
収
奪
」
か

「
近
代
化
」
か
と
い
う
従
来
の
「
相
容

れ
ず
、
単
な
る
折
衷
も
難
し
い
」
（
六
ペ
ー

ジ
）
論
争
軸
を
「
超
え
」
よ
う
と
す
る
試

み
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
植
民
地
経
済

史
研
究
の
中
心
も
米
、
と
く
に
そ
の
生

産
の
問
題
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
と
し

て
お
り
、
米
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
品
目

が
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
流
通
し
消
費

さ
れ
て
い
っ
た
か
を
描
い
て
い
る
。
扱

わ
れ
た
品
目
の
中
に
は
先
行
研
究
が
ほ

と
ん
ど
な
い
と
い
う
も
の
も
多
く
、
見

え
て
く
る
状
況
も
興
味
深
い
。

実
の
と
こ
ろ
私
（
川
嵜
）
は
植
民
地
朝

鮮
末
期
の
日
本
語
政
策
を
研
究
し
て
き

た
人
間
で
あ
り
、
経
済
史
は
専
門
外
で

あ
る
。
批
評
め
い
た
こ
と
は
荷
が
重
い

の
で
あ
る
が
、
植
民
地
朝
鮮
と
い
う
フ
ィ
ー

ル
ド
を
と
も
に
す
る
「
隣
接
」
分
野
に

関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
書

の
魅
力
を
紹
介
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

著
者
の
林
采
成
氏
は
は
一
九
六
九
年

ソ
ウ
ル
生
ま
れ
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
農
業

経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
し
、

日
本
に
留
学
。
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、

留
学
前
に
は
農
業
史
を
専
攻
し
、
干
拓

事
業
の
推
計
や
農
業
経
営
分
析
な
ど
を

行
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
東
京
大
学

大
学
院
経
済
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了

さ
れ
、
現
職
は
立
教
大
学
経
済
学
部
教

授
で
あ
る
。

「
筆
者
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
目
し
、
戦
争
を
挟

ん
で
戦
前
か
ら
戦
後
へ
と
至
る
経
済
の

シ
ス
テ
ム
が
い
か
に
移
行
し
て
い
っ
た

の
か
を
東
ア
ジ
ア
の
枠
組
み
の
な
か
で

考
察
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
後
分
析

の
焦
点
は
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
激
変
に

翻
弄
さ
れ
て
、
そ
れ
に
何
と
か
対
応
し

て
い
く
人
間
そ
の
も
の
へ
と
移
り
、
労

使
関
係
や
労
働
衛
生
を
再
検
討
し
、
身

体
を
構
成
す
る
栄
養
の
供
給
源
た
る
食

料
に
着
目
し
て
い
る
」
（
あ
と
が
き
、
三

〇
七
～
三
〇
八
ペ
ー
ジ
）
と
の
こ
と
で
、

著
書
と
し
て
は
ほ
か
に
『
戦
時
経
済
と

鉄
道
経
営
―
「
植
民
地
朝
鮮
」
か
ら

「
分
断
韓
国
」
へ
の
歴
史
的
経
路
を
探

る
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
、

『
華
北
交
通
の
日
中
戦
争
史
―
中
国
華

北
に
お
け
る
日
本
帝
国
の
輸
送
戦
と
そ

の
歴
史
的
意
義
』
（
日
本
経
済
評
論
社
、

二
〇
一
六
年
）
、
『
鉄
道
員
と
身
体
―
帝

国
の
労
働
衛
生
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版

会
、
二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
。
「
食
料
」

へ
の
関
心
か
ら
の
論
考
が
今
回
『
飲
食

朝
鮮
』
と
し
て
結
実
し
て
い
る
。

本
書
で
は
「
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
や

「
食
料
帝
国
」
と
い
っ
た
概
念
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
食
料
の
生
産
と
消
費
の

分
野
に
お
け
る
「
近
代
化
」
の
特
徴
と

し
て
、
本
書
は
「
生
産
と
消
費
の
分
離
」

を
取
り
上
げ
る
。
「
自
給
自
足
的
」
な

社
会
に
お
い
て
は
生
産
者
が
同
時
に
消

費
者
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
生
産
と
消

費
の
間
に
加
工
・
流
通
な
ど
の
過
程
が

加
わ
っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
複
雑
化
し

た
食
料
の
生
産
・
流
通
・
消
費
の
総
体
、

食
料
連
鎖
や
食
料
経
済
の
意
味
合
い
を

包
括
す
る
概
念
が
「
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」

で
あ
る
。
「
食
料
帝
国
」
（E

m
p
i
r
e

o
f

F
o
o
d

）
は
、
エ
ヴ
ァ
ン
・
フ
レ
イ
ザ
ー
と

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
リ
マ
ス
が
二
〇
一
〇

年
の
著
書
（
日
本
語
訳
『
食
糧
の
帝
国
―
食

物
が
決
定
づ
け
た
文
明
の
勃
興
と
崩
壊
』

（
太
田
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
）
で
提
示
し

た
概
念
で
あ
り
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で

の
人
類
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
「
帝
国
」

維
持
の
た
め
に
は
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を

帝
国
圏
内
外
に
展
開
し
、
帝
国
内
外
か

ら
獲
得
・
調
達
し
た
食
料
を
市
場
な
ど

を
通
じ
て
帝
国
内
に
適
時
配
分
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
、
と
す
る
視
角

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
概
念
を
援
用
し
つ
つ
、
本

書
は
、
植
民
地
朝
鮮
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
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ム
が
朝
鮮
と
い
う
地
域
内
に
と
ど
ま
ら

ず
日
本
帝
国
の
消
費
市
場
に
対
応
し
て

拡
大
し
た
こ
と
、
日
本
帝
国
の
視
点
で

も
朝
鮮
・
台
湾
が
重
要
な
食
料
の
供
給

源
で
あ
り
「
食
料
帝
国
」
の
存
立
に
関

わ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
。
本
書
で

扱
わ
れ
る
の
は
植
民
地
期
が
主
で
は
あ

る
が
、
日
本
帝
国
解
体
に
よ
っ
て
南
北

朝
鮮
で
い
か
に
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
が
再

編
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
が
視
野
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
目
次
は
以
下
の
通
り
。
各
品

目
を
扱
っ
た
九
つ
の
章
と
、
研
究
の
枠

組
み
を
提
示
し
た
「
序
章
」
、
各
論
を

ま
と
め
戦
後
と
の
接
続
／
断
絶
を
述
べ

る
「
終
章
」
か
ら
成
る
。

序
章

食
料
帝
国
と
朝
鮮

第
Ⅰ
部

在
来
か
ら
輸
出
へ

第
一
章

帝
国
の
朝
鮮
米
―c

o
l
o
n
i
z

i
n
g

t
h
e

r
i
c
e

第
二
章

帝
国
の
中
の
「
健
康
な
」

朝
鮮
牛
―
畜
産
・
移
出
・
防
疫

第
三
章

海
を
渡
る
紅
蔘
と
三
井
物

産
―
独
占
と
財
政

第
Ⅱ
部

滋
養
と
新
味
の
交
流

第
四
章

「
文
明
的
滋
養
」
の
渡
来
と

普
及
―
牛
乳
の
生
産
と
消
費

第
五
章

朝
鮮
の
「
苹
果
戦
」
―
西

洋
り
ん
ご
の
栽
培
と
商
品
化

第
六
章

明
太
子
と
帝
国
―
味
の
交
流

第
Ⅲ
部

飲
酒
と
喫
煙

第
七
章

焼
酎
業
の
再
調
合
―
産
業

化
と
大
衆
化

第
八
章

麦
酒
を
飲
む
植
民
地
―
舶

来
と
造
酒

第
九
章

白
い
煙
の
朝
鮮
と
帝
国
―

煙
草
と
専
売

終
章

食
料
帝
国
と
戦
後
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム

具
体
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
九
つ
の

品
目
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
す
る
。

【
取
り
上
げ
ら
れ
た
九
つ
の
品
目
】

第
一
章
は
米
。
「
本
章
の
課
題
は
、

在
来
的
作
物
で
あ
っ
た
朝
鮮
米
が
帝
国

の
米
と
し
て
品
種
改
良
さ
れ
た
後
、
植

民
地
住
民
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
に
お
い
て

生
じ
た
変
化
を
吟
味
す
る
こ
と
で
あ
る
」

（
二
二
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。
輸
送
の
問
題
、

代
替
穀
物
と
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
な
ど
を

検
討
し
、
「
帝
国
内
の
食
糧
調
達
の
分

業
構
造
は
、
日
本
内
地
を
優
先
す
る
栄

養
の
再
配
分
で
も
あ
っ
た
」
（
四
八
ペ
ー

ジ
）
と
述
べ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

帝
国
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
韓
国
で
は
食

糧
難
に
陥
り
、
朝
鮮
戦
争
期
の
食
糧
事

情
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
よ
り
も

深
刻
化
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た

状
況
を
救
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
余
剰

農
作
物
輸
入
に
よ
る
援
助
で
、
栄
養
が

改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
食
生
活
が
西

洋
化
す
る
要
因
と
な
っ
た
。

第
二
章
は
牛
。
近
代
以
前
の
朝
鮮
に

お
い
て
牛
は
主
に
農
耕
用
に
使
わ
れ
、

農
耕
に
使
え
な
く
な
っ
た
牛
を
食
肉
資

源
と
し
て
消
費
し
て
い
た
。
一
方
、
日

本
牛
は
慢
性
的
な
供
給
不
足
の
状
態
に

あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
多

く
の
朝
鮮
牛
が
日
本
へ
渡
っ
て
、
品
種

改
良
と
繁
殖
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
農
業
条
件
の
違
い
か
ら
日

本
で
は
農
耕
用
に
は
使
わ
れ
ず
、
低
廉

な
食
肉
用
と
し
て
よ
り
広
が
る
こ
と
と

な
っ
た
。
な
お
、
こ
う
し
た
牛
の
移
動

に
関
連
し
て
、
日
本
帝
国
の
牛
の
検
疫

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、

健
康
な
朝
鮮
牛
が
日
本
へ
大
量
に
移
出

さ
れ
た
結
果
、
朝
鮮
牛
の
数
は
停
滞
し

体
格
も
劣
等
化
し
て
い
く
。
「
朝
鮮
牛

は
日
本
牛
の
増
殖
の
た
め
の
補
給
源
に

過
ぎ
な
か
っ
た
」
（
七
四
ペ
ー
ジ
）
。
韓

国
で
「
生
産
者
と
消
費
者
の
分
離
」
が

実
現
す
る
の
は
、
経
済
成
長
後
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
は
紅
蔘
。
い
わ
ゆ
る
高
麗
人

参
（
人
蔘
）
の
上
位
品
で
あ
り
、
今
日
も

栄
養
補
助
食
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

産
品
で
あ
る
が
、
朝
鮮
総
督
府
は
塩
・

煙
草
と
と
も
に
紅
蔘
を
専
売
制
と
し
た
。

紅
蔘
の
歴
史
を
扱
っ
た
従
来
の
叙
述
で

は
、
朝
鮮
王
朝
末
期
の
「
開
城
商
人
」

の
活
躍
を
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
か
、

総
督
府
専
売
当
局
自
ら
が
描
い
た
「
総

督
府
の
指
導
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ

る
か
、
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ

れ
る
。
本
章
で
は
、
植
民
地
期
に
人
蔘

を
耕
作
し
て
い
た
人
々
の
姿
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア

等
へ
の
売
り
込
み
、
「
紅
蔘
」
の
ブ
ラ

ン
ド
確
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

三
井
物
産
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
四
章
は
牛
乳
。
朝
鮮
に
は
も
と
も

と
牛
乳
を
飲
む
習
慣
は
な
く
、
近
代
と

い
う
時
代
に
「
文
明
的
滋
養
」
と
し
て

導
入
が
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
現
在
は
一
般
に
飲
用
さ
れ
て
お
り

「
朝
鮮
人
の
身
体
的
規
律
に
も
植
民
地

的
痕
跡
を
残
し
て
い
る
」
。
い
わ
ば
無

か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
牛
乳
」
の
生
産
・

流
通
・
消
費
が
ど
の
よ
う
に
作
り
上
げ

ら
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
点
を
跡
付
け

て
い
く
。
朝
鮮
に
お
け
る
業
界
の
組
織

化
、
本
国
資
本
の
参
戦
と
対
抗
、
総
督

府
の
介
入
（
合
理
化
と
取
り
締
ま
り
）
、

総
督
府
内
部
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
農

務
と
、
衛
生
を
管
掌
す
る
警
務
）
、
老
人
や

乳
児
に
分
配
を
優
先
す
る
配
給
統
制
の

あ
り
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

第
五
章
は
西
洋
り
ん
ご
。
朝
鮮
の
土

壌
は
り
ん
ご
栽
培
に
適
し
て
い
る
と
さ
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れ
、
在
来
種
の
り
ん
ご
も
あ
っ
た
が
、

商
品
性
に
は
劣
っ
て
い
た
と
い
う
。
開

港
後
、
西
洋
か
ら
西
洋
り
ん
ご
と
近
代

果
樹
農
業
が
導
入
さ
れ
て
い
く
。
一
九

〇
〇
年
前
後
に
は
日
本
人
に
よ
る
果
樹

園
経
営
が
安
定
し
、
広
が
り
を
見
せ
る

よ
う
に
な
り
、
当
局
（
統
監
府
・
総
督
府
）

も
支
援
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
三
〇

年
代
に
は
、
朝
鮮
人
果
樹
農
家
が
り
ん

ご
生
産
の
主
役
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一

九
三
〇
年
代
に
は
良
質
品
の
輸
出
・
移

出
（
主
に
は
日
本
、
そ
の
他
中
国
・
ロ
シ
ア

な
ど
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
日
本

で
は
日
本
最
大
の
産
地
青
森
県
と
競
合

し
、
熾
烈
な
市
場
競
争
（
「
苹
果
戦
」
）

が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
過
程
で
、
生
産

者
の
組
織
化
や
商
品
の
規
格
化
・
品
質

管
理
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
戦
時
統

制
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
ま
た
、
輸
出
・

移
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
ん
ご
は
朝
鮮
内

で
消
費
さ
れ
、
朝
鮮
で
も
食
材
と
し
て

定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

第
六
章
は
明
太
子
。
本
章
に
お
い
て

著
者
は
、
明
太
子
の
歴
史
は
味
の
「
開

発
」
と
言
う
よ
り
「
交
流
」
な
い
し

「
伝
播
」
の
歴
史
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
（
一
六
七
ペ
ー
ジ
）
。
た
だ
し
本
章
で

「
明
太
子
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も

の
が
、
「
た
ら
こ
」
（
タ
ラ
の
魚
卵
お
よ

び
そ
の
塩
蔵
品
）
で
あ
る
の
か
、
福
岡
県

の
名
産
品
と
し
て
知
ら
れ
る
「
辛
子
明

太
子
」
で
あ
る
の
か
、
区
別
が
つ
か
な

い
と
い
う
大
き
な
難
点
が
あ
る
。
本
著

の
叙
述
に
よ
れ
ば
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
（
朝
鮮

語
で
明
太
＝
ミ
ョ
ン
テ
）
は
咸
鏡
道
が
一

大
漁
場
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
は
乾
物
（
乾

明
太
）
と
し
て
加
工
さ
れ
、
冠
婚
葬
祭
に

欠
か
せ
な
い
「
常
食
」
と
し
て
国
内
消

費
さ
れ
て
い
た
。
咸
鏡
道
の
漁
村
で
は

乾
明
太
製
造
の
副
産
物
と
し
て
魚
卵
の

塩
蔵
品
（
本
章
で
は
「
明
太
子
」
と
呼
ん
で

い
る
）
が
自
家
食
用
に
生
産
さ
れ
、
一
部

が
加
工
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

や
が
て
、
漁
法
の
発
展
で
漁
獲
量
が
拡

大
、
ま
た
鉄
道
の
登
場
に
よ
っ
て
販
路

が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

第
七
章
は
焼
酎
。
朝
鮮
で
も
古
く
か

ら
焼
酎
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一

九
一
六
年
、
朝
鮮
総
督
府
は
朝
鮮
酒
税

令
を
出
す
が
、
当
時
は
酒
税
が
総
督
府

財
政
最
大
の
収
入
源
で
あ
っ
た
。
総
督

府
は
財
政
安
定
の
た
め
、
焼
酎
業
の

「
近
代
化
」
―
工
場
化
に
向
け
た
指
導

を
進
め
て
い
く
。
こ
う
し
て
在
来
の
甕

を
用
い
て
自
家
消
費
す
る
「
旧
式
焼
酎
」

と
、
工
場
で
生
産
さ
れ
た
「
新
式
焼
酎
」

が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
旧
式
焼
酎

が
衰
退
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
安
価

に
作
ら
れ
る
「
酒
精
式
焼
酎
」
へ
と
、

植
民
地
住
民
の
味
覚
が
転
換
す
る
よ
う

に
な
る
。

第
八
章
は
ビ
ー
ル
。
朝
鮮
で
の
ビ
ー

ル
の
普
及
は
一
九
三
〇
年
代
に
な
っ
て

か
ら
で
、
日
本
内
地
の
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー

が
朝
鮮
に
工
場
が
建
設
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
本
格
化
し
た
と
い
う
。
そ
れ
ま

で
は
主
に
在
朝
日
本
人
に
よ
っ
て
内
地

か
ら
の
移
入
品
の
ビ
ー
ル
が
消
費
さ
れ

て
い
た
。
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
間
の
競
争

と
カ
ル
テ
ル
、
そ
し
て
専
売
制
導
入
を

目
論
ん
だ
総
督
府
と
の
駆
け
引
き
を
描

き
だ
す
。

第
九
章
は
煙
草
。
朝
鮮
に
煙
草
が
伝

わ
っ
た
の
は
一
七
世
紀
初
め
と
さ
れ
る

が
、
そ
の
後
朝
鮮
の
社
会
で
は
喫
煙
の

習
慣
が
定
着
し
、
「
必
需
」
の
嗜
好
品

と
な
っ
た
。
朝
鮮
総
督
府
は
財
源
と
し

て
煙
草
に
注
目
し
、
当
初
は
各
過
程
に

課
税
し
、
の
ち
に
専
売
制
の
も
と
に
置

く
こ
と
に
な
る
。
総
督
府
は
煙
草
産
業

の
育
成
に
努
め
る
の
で
あ
る
が
、
葉
タ

バ
コ
の
耕
作
、
煙
草
の
製
造
、
朝
鮮
内

に
と
ど
ま
ら
ず
帝
国
内
外
に
広
が
っ
た

販
売
、
財
政
へ
の
影
響
、
専
売
制
度
か

ら
逸
脱
し
た
「
違
法
」
な
生
産
へ
の
取

り
締
ま
り
ま
で
を
総
合
的
に
見
る
。

【
感
想
】

序
章
の
第
二
節
「
植
民
地
近
代
化
論

と
植
民
地
収
奪
論
を
超
え
て
―
既
存
研

究
」
は
、
植
民
地
朝
鮮
の
経
済
を
め
ぐ

る
研
究
史
の
要
を
得
た
整
理
と
な
っ
て

お
り
、
「
収
奪
論
」
「
近
代
化
論
」
そ

れ
ぞ
れ
の
発
展
を
丁
寧
に
示
し
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
実
証
研
究
の

進
展
に
よ
り
、
朝
鮮
の
「
民
族
経
済
」

の
内
在
的
発
展
論
・
資
本
主
義
萌
芽
論

が
唱
え
ら
れ
た
（
こ
れ
ら
の
論
は
日
本
に

よ
る
「
収
奪
論
」
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
）
。

し
か
し
、
帝
国
本
国
と
植
民
地
を
二
重

経
済
と
し
て
で
は
な
く
経
済
連
鎖
の
中

で
捉
え
る
べ
き
と
い
う
批
判
が
生
じ
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
は
「
中
進
資
本
主

義
論
」
を
植
民
地
経
済
史
に
反
映
さ
せ

て
、
植
民
地
工
業
化
・
資
本
主
義
的
経

済
様
式
導
入
、
産
業
移
植
・
技
術
者
・

イ
ン
フ
ラ
等
に
着
目
す
る
研
究
も
蓄
積

さ
れ
た
。
「
こ
の
よ
う
な
開
発
論
的
歴

史
認
識
は
植
民
地
収
奪
論
を
通
じ
て
は

把
握
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
歴
史
像
を

示
し
た
／
そ
の
後
の
植
民
地
経
済
史
研

究
は
、
植
民
地
近
代
化
論
を
継
承
す
る

立
場
を
と
る
に
し
て
も
、
批
判
的
立
場

を
と
る
に
し
て
も
、
こ
の
議
論
を
前
提

に
す
る
他
は
な
く
、
従
来
の
一
方
的
収

奪
論
に
よ
っ
て
は
説
明
し
き
れ
な
い
歴

史
像
が
描
か
れ
て
き
た
」
（
六
ペ
ー
ジ
）
。

こ
う
し
た
認
識
の
上
に
、
著
者
は
さ
ま

ざ
ま
な
品
目
に
お
い
て
帝
国
全
体
の
生

産
・
物
流
・
消
費
の
総
体
（
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
）
を
分
析
す
る
手
法
を
掲
げ
る
。
序

章
第
二
節
の
節
題
に
あ
る
よ
う
に
、

「
植
民
地
収
奪
論
」
や
「
植
民
地
近
代

化
論
」
を
「
超
え
る
」
議
論
を
展
開
し
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よ
う
と
し
て
お
り
、
様
々
な
主
体
―
―

生
産
・
流
通
・
消
費
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
、

こ
れ
ら
を
指
導
・
振
興
・
統
制
・
（
も
の

に
よ
っ
て
は
収
益
化
）
し
よ
う
と
す
る
総

督
府
、
本
国
の
財
閥
な
ど
―
―
の
思
惑

の
絡
み
合
い
と
、
植
民
地
期
と
解
放
・

分
断
後
の
接
続
／
断
絶
を
浮
き
上
が
ら

せ
る
こ
と
で
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
朝
鮮
と
中
国
・

ロ
シ
ア
と
の
物
流
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
る
点
も
、
日
本
本
国
と
朝
鮮
と
の

関
係
に
の
み
焦
点
を
当
て
て
し
ま
い
が

ち
な
「
収
奪
論
」
「
近
代
化
論
」
の
枠
組

み
を
超
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
研
究
が
十
分
に
及
ん
で
い
な

か
っ
た
品
目
や
不
足
し
て
い
た
視
点
を

丹
念
に
埋
め
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
部
分
で
は
今
ま
で
読
ん
だ

こ
と
の
な
い
よ
う
な
視
野
の
広
が
り
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
は
利
用
で
き
る
史
料
の
残
存
状
況

に
規
定
さ
れ
て
い
る
点
が
大
き
い
と
は

思
う
の
で
あ
る
が
、
各
品
目
ご
と
に
関

心
の
方
向
性
が
異
な
っ
て
お
り
、
一
冊

の
書
籍
と
し
て
は
「
ま
と
ま
り
」
に
欠

い
て
い
る
感
が
あ
る
。
り
ん
ご
は
帝
国

内
で
の
産
品
販
売
、
紅
蔘
で
は
日
本
に

つ
い
て
あ
ま
り
扱
わ
れ
ず
帝
国
外
へ
の

製
品
販
売
が
メ
イ
ン
、
朝
鮮
の
牛
は

「
日
本
の
牛
肉
消
費
に
大
き
な
役
割
」

を
果
た
し
た
と
あ
る
も
の
の
、
牛
肉
に

つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
詳
細
に
描
か
れ
て

お
ら
ず
、
ビ
ー
ル
も
「
朝
鮮
人
の
味
覚

の
洋
風
化
を
促
し
た
」
と
あ
る
も
の
の

内
地
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と
総
督
府
視
点

の
叙
述
が
メ
イ
ン
で
あ
り
朝
鮮
人
消
費

者
側
か
ら
の
視
点
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
「
食
料
帝
国
」
の
あ
り
よ

う
を
分
析
す
る
た
め
の
方
法
論
を
各
品

目
に
下
ろ
し
て
分
析
し
て
い
っ
た
と
い

う
よ
り
は
、
編
み
得
た
各
章
を
結
び
合

わ
せ
た
結
果
と
い
う
感
が
あ
る
。
学
術

書
と
し
て
は
若
干
ふ
わ
り
と
し
た
タ
イ

ト
ル
（
牛
肉
と
し
て
よ
り
は
牛
と
い
う
家
畜

そ
の
も
の
を
扱
っ
た
第
一
章
、
煙
草
を
扱
っ

た
第
九
章
は
、
た
し
か
に
農
水
産
業
の
一
部

で
は
あ
る
が
「
飲
食
」
「
食
経
済
」
と
直
感

的
に
は
結
び
つ
か
な
い
）
も
、
こ
れ
に
よ

る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
「
ま
と
ま
り
」
に
欠
け
る

と
い
う
点
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

切
り
口
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
、
食
材
・
食
料
品
の
研
究
か
ら

広
が
り
得
る
視
野
の
広
さ
を
示
し
て
い

る
。
門
外
漢
の
私
が
こ
の
本
に
惹
か
れ

て
手
に
取
り
、
面
白
い
と
思
っ
た
の
も

そ
の
点
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
た
と
え

ば
本
書
は
、
家
畜
伝
染
病
予
防
や
、
葉

タ
バ
コ
の
耕
作
、
り
ん
ご
の
梱
包
・
箱

詰
め
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
現

場
」
の
状
況
が
語
ら
れ
て
い
る
。
「
食

品
」
を
題
材
と
す
る
こ
と
で
、
生
産
・

流
通
・
消
費
の
過
程
を
た
ど
っ
て
い
く

経
済
史
が
、
社
会
史
や
食
文
化
史
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
と
隣
接
し

関
わ
り
合
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
改

め
て
思
い
を
致
す
こ
と
が
で
き
る
。
実

は
本
稿
は
、
あ
る
研
究
会
の
例
会
で
行
っ

た
本
書
の
書
評
発
表
が
も
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
「
戦
後
韓
国
の
ビ
ー

ル
が
帝
国
の
刻
印
を
受
け
継
が
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
」
（
韓
国
の
ビ
ー
ル

は
ア
メ
リ
カ
式
の
「
軽
い
」
ビ
ー
ル
で
あ
る

と
さ
れ
る
）
で
あ
る
と
か
、
「
日
本
で
は

乙
種
焼
酎
（
在
来
式
の
焼
酎
）
が
生
き
残
っ

た
の
に
対
し
、
韓
国
で
は
甲
種
焼
酎
に

よ
っ
て
一
掃
さ
れ
た
点
は
ど
こ
か
ら
来

る
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
た
、
い
さ
さ

か
酒
に
疎
い
私
に
は
考
え
が
及
ば
な
い

観
点
か
ら
の
感
想
で
参
会
者
が
盛
り
上

が
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

牛
に
つ
い
て
追
え
ば
獣
医
学
や
畜
産

加
工
・
消
費
に
行
き
あ
た
り
、
農
業
は

品
種
・
技
術
の
改
良
や
灌
漑
設
備
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
も
関
わ
る
。
流
通

を
検
討
す
れ
ば
鉄
道
や
道
路
と
い
っ
た

イ
ン
フ
ラ
を
視
野
に
収
め
ざ
る
を
得
ず
、

消
費
を
扱
う
に
は
商
業
や
マ
ス
コ
ミ
の

発
展
、
商
品
が
消
費
者
に
訴
求
し
た
イ

メ
ー
ジ
に
も
踏
み
込
ん
で
い
く
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
さ

ま
ざ
ま
な
組
織
が
生
ま
れ
、
競
争
や
交

渉
や
協
力
が
生
み
出
さ
れ
る
。
「
食
」

の
経
済
を
扱
う
本
書
は
多
く
の
分
野
と

隣
接
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
多
く

の
隣
接
分
野
の
研
究
者
に
よ
っ
て
参
照

さ
れ
る
べ
き
本
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
書
で
は
主
要
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い

「
社
会
史
」
的
・
「
食
文
化
史
」
的
ア

プ
ロ
ー
チ
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

そ
の
よ
う
な
視
線
で
読
み
返
す
と
、
私

の
よ
う
な
「
異
分
野
」
の
人
間
が
読
む

に
上
で
は
経
済
指
標
・
統
計
の
専
門
用

語
の
解
説
が
あ
ま
り
な
い
（
経
済
史
の
分

野
で
は
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
け

れ
ど
も
）
な
ど
、
も
っ
た
い
な
い
と
思
わ

れ
る
点
も
あ
る
。

本
書
は
、
こ
こ
か
ら
当
該
品
目
の
研

究
史
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
ス
タ
ー

ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
部
分
も
多
い
。
本

書
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
部
分
の
研
究

が
今
後
進
展
し
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み

に
で
き
る
本
で
あ
る
。

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
刊
、
二
〇
一
九
年
二
月
、

五
四
〇
〇
円
）
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ヒューマンライツ 381（部落解放・人権研究所刊，20

19.12）：500円

特集 部落差別解消推進法施行から三年

書評 部落解放・人権研究所編『ネットと差別扇動 フェ

イク／ヘイト／部落差別』 岸政彦

ひょうご部落解放 172（ひょうご部落解放・人権研究

所刊，2019.3）：700円

部落解放研究第39回兵庫県集会報告書

ひょうご部落解放 173（ひょうご部落解放・人権研究

所刊，2019.6）：700円

特集 戦後兵庫の解放運動・同和教育

戦後兵庫部落解放運動概史（1946～1978） 高木伸夫／

兵庫の解放運動と在日コリアン（回想） 辻本久夫／但

馬・出石 部落差別と解放運動 足田仁司／二度と子ども

たちに涙を流させてはいけない―同和教育から人権教育

への移行期 淡路からの報告 山添繁

投稿 なぜ部落民に対する結婚差別が未だに続くのか キャ

ロリーヌ・タイエブ

本の紹介

内藤正典著『外国人労働者・移民・難民ってだれのこと？』

橘田圭代／チョ・ナムジュ著『82年生まれ、キム・ジョ

ン』 宮前千雅子／朝治武著『水平社論争の群像』 本郷

浩二

部落解放 780（解放出版社刊，2019.10）：1,000円

特集 学校を変える被差別マイノリティの子どもたち 6

部落解放 781（解放出版社刊，2019.11）：600円

特集 みえ発 人権文化を確かなものに 三重の人権・同

和教育

本の紹介

森田ゆり著『体罰と戦争―人類のふたつの不名誉な伝統』

福島みずほ／外川正明著『格差と不平等を乗り越える

教育事始』 仲尾翔哉／中山武敏著『人間に光あれ―差

別なき社会をめざして』 鎌田慧

子どものころに読み書きを学べなかったからこそ、いま

の幸せがある―日韓識字学習者共同宣言 菅原智恵美

部落共同体論 形成期の社会的分業とその構造 37 第3部

ハフリの世界 第14章 穢観と動物供儀―その歴史過程

川元祥一

部落解放 782（解放出版社刊，2019.12）：600円

特集 新自由主義と教育

本の紹介

山口泉著『まつろわぬ邦からの手紙―沖縄・日本・東ア

ジア年代記 2016年1月―2019年3月』 黒古一夫／朝治武

著『韓国歴史ドラマの再発見―可視化される身分と白丁』

水野直樹

部落共同体論 形成期の社会的分業とその構造 38 第4部

江戸時代と明治初期の部落問題 川元祥一

部落解放研究 211（部落解放・人権研究所刊，2019.11）：

2,000円

特集 諸外国における差別禁止法をめぐる動向と運用状況

河内国石川郡新堂村領富田村の「女名前」 矢野治世美

朝鮮民族運動における「平等原則」と衡平運動 水野直

樹

インターネット上における部落差別が部落の青年層に与

える影響―第50回全高・第62回全青参加者への質問紙調

査から― 内田龍史

教員養成系大学における人権教育の今後―大学のケース

スタディから― 松下一世

大日本同胞融和会結成の再考 高林公男

朝鮮衡平運動史研究発展のために 3―慶尚北道及び大邱

広域市での踏査ー 割石忠典

部落解放研究くまもと 78（熊本県部落解放研究会刊，

2019.10）

特集 羽江忠彦さんを偲んで

私にとっての部落問題と私たちの多様な社会 三木幸美

部落解放ひろしま 102（部落解放同盟広島県連合会刊，

2020.1）：1,000円

特集1 悪質化する差別事件

特集2 「部落差別解消推進法」施行4年…いかに実効性

を求めるか

部落史研究 4（全国部落史研究会刊，2019.3）：2,000円

特集 第24回全国部落史研究大会

シンポジウム『東日本の部落史』全3巻をめぐって

1 東日本からの報告

中世～近世、移行期における長吏・かわた集団―東日本

の状況と検討課題― 藤沢靖介／近代部落差別からの解

放とは何か―近世・近代移行期を中心に― 吉田勉

2 部落史における西と東

近世の皮革流通における西と東 高垣亜矢／村の警備か

ら 水本正人／『東日本の部落史』から考える近代の地

域社会と部落問題 井岡康時

全体講演 「皮師（革師）」の成立―対外関係の緊張と

移動する被差別集団― 浪川健治

書評 朝治武著『水平社論争の群像』を読む 八箇亮仁

全国部落史研究会会員著書・論文等目録（2018年3月～2

019年3月）

むこうにみえるは 16（人権ネットワーク・ウェーブ2

1刊，2019.11）

「特措法」制定から50年を迎えて 3 山田康夫

ルシファー 22（水平社博物館刊，2019.10）：500円

公開講座報告 部落解放同盟奈良県連合会再建60周年 部

落解放運動のこれまでとこれから 伊藤満

和歌山研究所通信 66（和歌山人権研究所刊，2019.10）

アサーションと人権―人権を行使するとは― 名波龍弘

2019年度人権シリーズ講座 第1回 沖縄人として日本人

を生きる―異和共生の社会に向けて― 金城馨
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靴の歴史散歩 134 稲川實

皮革関連統計資料

関西大学人権問題研究室紀要 78（関西大学人権問題

研究室刊，2019.10）

高い敏感性をもつ人（Highly Sensitive Person）は物

事を深く考える 1 ―スピリチュアリティとの関連― 串

崎真志

韓国多文化家庭に関する考察―子女教育と二重言語駆使

について― 高明均

男性への性別越境における異なる自己のあり方に関する

一考察 宮田りりぃ

グローブ 99（世界人権問題研究センター刊，2019.10）

近世前期六条村の様子 松尾奏子

藝能史研究 226（藝能史研究會刊，2019.7）：1,800円

中世前期における盲人の芸能 辻浩和

国際人権ひろば 148（アジア・太平洋人権情報センター

刊，2019.11）：350円

特集 国際人権規約批准40年目の日本社会

在日朝鮮人史研究 49（在日朝鮮人運動史研究会編，2

019.10）：2,400円

戦前期、在阪朝鮮人と犯罪―日本人との比較を通じて

塚崎昌之

在日朝鮮人古物商・屑物業取締法令の推移と実態 木村

健二

1940年の在日朝鮮女性接客業就業状況―第3回国勢調査

統計原表第21表から 梁裕河

一在日朝鮮人二世男性のうつ病と社会・政治・歴史状況

金栄

人権と部落問題 929（部落問題研究所刊，2019.11）：

600円

特集 「道徳科」をめぐる争点

文芸の散歩道 丸岡忠雄作『詩集部落』『ふるさと』

『続ふるさと』―部落問題解決の草創期に「真実」を求

めて輝いた詩人― 桑原律

ごった煮人生をふり返って 18 畜産加工協同組合と父

成澤榮壽

人権と部落問題 930（部落問題研究所刊，2019.12）：

600円

特集 強制不妊手術―国の罪を問う

文芸の散歩道 『82年生まれ、キム・ジヨン』 松井活

紹介 部落問題研究所発行水平運動をめぐる図書 尾川昌法

ごった煮人生をふり返って 19 国民学校高学年と中学校

の生活 成澤榮壽

振興会通信 148（同和教育振興会刊，2019.9）

同朋運動史の窓 54 左右田昌幸

振興会通信 149（同和教育振興会刊，2019.11）

同朋運動史の窓 55 左右田昌幸

信州農村開発史研究所報 148（信州農村開発史研究

所刊，2019.6）

八重原村の被差別部落の歴史 7 柳沢惠二

史料紹介 市川家より村へ土地を用立てる 斎藤洋一

月刊地域と人権 427（全国地域人権運動総連合刊，20

19.11）

北九州の人権問題本音シンポ公開講座 シンポジュウム

「タブーも忖度もなく人権問題を本音で語る」上

月刊地域と人権 428（全国地域人権運動総連合刊，20

19.12）

北九州の人権問題本音シンポ公開講座 シンポジュウム

「タブーも忖度もなく人権問題を本音で語る」下

地域と人権京都 799（京都地域人権運動連合会刊，20

19.10.15）：150円

『竹田の歴史』6 中川正照

地域と人権京都 800（京都地域人権運動連合会刊，20

19.11.1）：150円

『竹田の歴史』7 中川正照

地域と人権京都 801（京都地域人権運動連合会刊，20

19.11.15）：150円

『竹田の歴史』8 中川正照

地域と人権京都 802（京都地域人権運動連合会刊，20

19.12.1）：150円

『竹田の歴史』9 中川正照

地域と人権京都 803（京都地域人権運動連合会刊，20

19.12.15）：150円

『竹田の歴史』10 中川正照

であい 691（全国人権教育研究協議会刊，2019.10）：

160円

人権文化を拓く 263 これは人権問題ですか？ 南和行

であい 692（全国人権教育研究協議会刊，2019.11）：

160円

人権文化を拓く 264 『バリバラ』現在進行形 森下光泰

ヒューマン・アルカディア 82（福岡県人権啓発情報

センター刊，2019.11）

寄稿 第47回特別展によせて 『私たちのものがたり～い

ま被差別部落を生きる～』 野田淳平，宮崎亮希

ヒューマンライツ 379（部落解放・人権研究所刊，20

19.10）：500円

特集 第44回部落解放・人権西日本夏期講座

報告 韓国慶尚北道での衡平社をはじめとする社会運動

の足跡を訪ねて～第三次韓国踏査報告 中 友永健三

ヒューマンライツ 380（部落解放・人権研究所刊，20

19.11）：500円

特集 長谷川豊氏の部落差別発言事件で問われているもの

部落解放運動のこれから―引き継ぎそして変革へ 1 キー

ワードは「つながり」 北川真児

報告 韓国慶尚北道での衡平社をはじめとする社会運動

の足跡を訪ねて～ 第三次韓国踏査報告 下 友永健三

2020年1月25日
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□所 在 地 〒603-8151 京都市北区小山下総町5-1 京都府部落解放センター３階

□TEL/FAX 075-415-1032

□U R L http://shiryo.suishinkyoukai.jp

□開室日時 月曜日～金曜日 第２・４土曜日 10時～17時（祝日・木曜（月2回）・年末年始は休みます）

□交通機関 市営地下鉄烏丸線「鞍馬口」駅（京都駅より約10分）下車 北へ徒歩５分

愛生 822号（長島愛生園刊，2019.12）

愛生園の啓発活動の振り返りと今後について、家族への

差別偏見解消を考慮して 山本典良

神谷美恵子の蔵書を求めて 藤原理沙

明日を拓く 120（東日本部落解放研究所刊，2019.11）：

1,000円

特集 発信する東日本の若者たち （上）

明日を拓く 121（東日本部落解放研究所刊，2019.11）：

1,000円

特集 発信する東日本の若者たち （下）

IMADR通信 200（反差別国際運動刊，2019.10）

特集 狭められる市民社会スペース

ウィングスきょうと 154（京都市男女共同参画推進協

会刊，2019.10）

図書情報室新刊案内

ロクサーヌ・ゲイ著『飢える私―ままならない心と体』

／アンジェラ・サイニー著『科学の女性差別とたたかう

脳科学から人類の進化史まで』

ウィングスきょうと 155（京都市男女共同参画推進協

会刊，2019.12）

図書情報室新刊案内

牟田和恵著『ここからセクハラ！アウトがわからない男、

もう我慢しない女』／橋本治著『父権制の崩壊 あるい

は指導者はもう来ない』

解放新聞 2927（解放新聞社刊，2019.10.21）：90円

福井県高浜町元助役から関西電力幹部への金品受領問題

に関する部落解放同盟中央本部のコメント

解放新聞愛知版 477（部落解放同盟愛知県連合会刊，

2019.10）：100円

愛知の部落解放運動の歴史―成果と課題― 1 山崎鈴子

解放新聞愛知版 478（部落解放同盟愛知県連合会刊，

2019.11.1）：100円

愛知の部落解放運動の歴史―成果と課題― 2 山崎鈴子

解放新聞東京版 966（解放新聞社東京支局刊，2019.1

0.15）：95円

スカイツリーが立つ街～子ども達は親の労働、仕事、町

をどう見ていたか～ 1 岩田明夫

解放新聞東京版 967（解放新聞社東京支局刊，2019.1

1.1）：95円

スカイツリーが立つ街～子ども達は親の労働、仕事、町

をどう見ていたか～ 2 岩田明夫

解放新聞東京版 968（解放新聞社東京支局刊，2019.1

1.15）：95円

スカイツリーが立つ街～子ども達は親の労働、仕事、町

をどう見ていたか～ 3 岩田明夫

解放新聞東京版 969（解放新聞社東京支局刊，2019.1

2.1）：95円

スカイツリーが立つ街～子ども達は親の労働、仕事、町

をどう見ていたか～ 4 岩田明夫

解放新聞東京版 970（解放新聞社東京支局刊，2019.1

2.15）：95円

スカイツリーが立つ街～子ども達は親の労働、仕事、町

をどう見ていたか～ 5 岩田明夫

語る・かたる・トーク 296（横浜国際人権センター刊，

2019.10）：550円

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「違うって、楽しい！」 吉成タダシ

語る・かたる・トーク 297（横浜国際人権センター刊，

2019.11）：550円

語る・かたる・エッセー 中高生とともに差別と闘う

「逆ＫＹ」 吉成タダシ

カトリック部落差別人権委員会ニュース 182（日本

カトリック部落差別人権委員会刊，2019.9）

東九条と部落問題 前川修

かわとはきもの 189（東京都立皮革技術センター台東

支部刊，2019.9）

収集逐次刊行物目次（2019年10月～12月受入）

～各逐次刊行物の目次の中から部落問題関係のものを中心にピックアップしました～

事務局よりお知らせ

◇「2019年度差別の歴史を考える連続講座」全６回が無事に終了いたしました。３月末には講演録を発
行する予定です。ご希望の方は、メール・電話・FAXでご連絡ください。


